
   

■
日 

時
■ 

平
成
二
十
年
一
月
三
十
一
日
（
木
） 

発 
 

会 
 

式 

十
三
時
～
十
三
時
四
十
分 

 
 
 
 
 

発
会
記
念
講
演
会 

十
四
時
～
十
七
時
三
十
分 

■
会 

場
■
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
東
京
本
部 

多
目
的
ホ
ー
ル 

    

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
■ 

 

◇
発 

会 

式 

十
三
時
～
十
三
時
四
十
分
◇ 

 

発
会
の
言
葉 

 

塩
川
正
十
郎
◎
武
士
道
協
会
理
事
長 

協
会
役
員
紹
介 

ご 

挨 

拶 
 

江
口
克
彦
◎
武
士
道
協
会
副
理
事
長 

ご 

挨 

拶 
 

小
野
晋
也
◎
武
士
道
協
会
専
務
理
事 

記
者
会
見 

 

◇
発
会
記
念
講
演
会 

十
四
時
～
十
七
時
三
十
分
◇ 

 

ご 

挨 

拶 
 
 
 

塩
川
正
十
郎 

武
士
道
の
系
譜 

 
 

笠
谷
和
比
古 

日
本
国
際
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
部
教
授 

教
育
現
場
と
武
士
道 

植
田
宏
和 

全
日
本
教
職
員
連
盟
委
員
長 

儒
学
と
武
士
道 

 
 

安
岡
正
泰 

(

財)

郷
学
研
修
所 

安
岡
正
篤
記
念
館
理
事
長 

神
道
と
武
士
道 

 
 

矢
作
幸
雄 

神
社
本
庁
教
誨
師
、
元
筑
波
山
神
社
権
宮
司 

ビ
ジ
ネ
ス
現
場
と 

 

江
口
克
彦 

武
士
道 

 
 

Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長 

 
【
司
会
】
本
多
百
代
◎
武
士
道
協
会
常
務
理
事
、
事
務
局
長 

発
会
記
念
講
演
会

発 
 

会 
 

式

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
武
士
道
協
会 
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武
士
道
協
会
発
会
記
念
講
演
会 

武
士
道
を
現
代
に
問
う 

講 

師 

紹 
介
（
講
演
順
） 

   

笠
谷
和
比
古
◎
か
さ
や 

か
ず
ひ
こ 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
部
教
授 

武
士
道
協
会
常
務
理
事 

 

昭
和
二
十
四
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。
文
学
博
士
。
専
門
は
歴
史
学
・
武
家
社
会
。
平
成
元
年
、
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
、
平
成
八
年
よ
り
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
部
教
授
。
こ
の
間
、
ド
イ
ツ
・
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
大
学
、
ベ
ル

リ
ン
大
学
、
中
国
北
京
外
国
語
学
院
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
大
学
の
客
員
教
授

を
歴
任
。 

【
著 

書
】 

『
新
訂
日
暮
硯
』
（
岩
波
文
庫 

１
９
８
８
年
） 

『
主
君
「
押
込
」
の
構
造
』
（
平
凡
社
選
書 

１
９
８
８
年
。
８
８
年
度
サ
ン
ト
リ
ー

学
芸
賞
。
講
談
社
学
術
文
庫 

２
０
０
６
年
） 

 

『
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
』
（
吉
川
弘
文
館 

１
９
９
３
年
） 

『
関
ヶ
原
合
戦
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ 

１
９
９
４
年
。
講
談
社
学
術
文
庫 

２
０

０
８
年
） 

『
徳
川
吉
宗
』
（
ち
く
ま
新
書 

筑
摩
書
房 

１
９
９
５
年
） 

『
江
戸
御
留
守
居
役
』
（
吉
川
弘
文
館 

２
０
０
０
年
） 

『
関
ヶ
原
合
戦
と
近
世
の
国
制
』
（
思
文
閣
出
版 

２
０
０
０
年
） 

 

『
武
士
道 

そ
の
名
誉
の
掟
』
（
教
育
出
版 

２
０
０
１
年
） 

『
武
士
道
と
現
代
』
（
扶
桑
社 

２
０
０
２
年
。
文
庫
版 

２
０
０
４
年
） 

 
 
 

      

『
武
士
道
と
日
本
型
能
力
主
義
』
（
新
潮
選
書 

２
０
０
５
年
） 

『
関
ヶ
原
合
戦
と
大
坂
の
陣
』
（
吉
川
弘
文
館 

２
０
０
７
年
） 

『
公
家
と
武
家
―
官
僚
制
と
封
建
制
の
比
較
文
明
史
的
考
察
―
』
（
編
著
。
思
文
閣
出

版 

２
０
０
８
年
）
他 

   

植
田
宏
和
◎
う
え
だ 

ひ
ろ
か
ず 

全
日
本
教
職
員
連
盟
委
員
長 

武
士
道
協
会
理
事 

 
昭
和
三
十
五
年
、
徳
島
県
生
ま
れ
。
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院 

学
校
教
育
研

究
科
修
了
。
徳
島
県
公
立
学
校
教
員
、
全
日
本
教
職
員
連
盟
事
務
局
次
長
、

事
務
局
長
、
副
委
員
長
を
経
て
、
全
日
本
教
職
員
連
盟
委
員
長
に
就
任
。
現

在
に
至
る
。 
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安
岡
正
泰
◎
や
す
お
か 

ま
さ
や
す 

（
財
）
郷
学
研
修
所 
安
岡
正
篤
記
念
館
理
事
長 

武
士
道
協
会
理
事 

 

昭
和
六
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
昭
和
三
十
一
年
、
早
稲
田
大
学
第
一
法
学
部

を
卒
業
、
日
本
通
運
株
式
会
社
入
社
。
平
成
元
年
、
同
社
取
締
役
（
総
務
、

人
事
、
労
務
部
門
担
当
）
に
就
任
。
平
成
三
年
、
常
務
取
締
役
、
五
年
、
常

務
取
締
役
中
部
支
店
長
を
経
て
七
年
、
退
任
、
関
係
団
体
役
員
を
経
て
、
平

成
十
一
年
、
財
団
法
人 

郷
学
研
修
所 

安
岡
正
篤
記
念
館
理
事
長
に
就
任
、

現
在
に
至
る
。
著
書
に
、
『
為
政
三
部
書
に
学
ぶ
』
（
到
知
出
版
）
他
。 

   

矢
作
幸
雄
◎
や
は
ぎ 

ゆ
き
お 

神
社
本
庁
教
誨
師
、
元
筑
波
山
神
社
権
宮
司 

武
士
道
協
会
理
事 

 

昭
和
九
年
、
茨
城
県
生
ま
れ
。
国
学
院
大
学
に
学
び
、
昭
和
三
十
六
年
、
大

洗
磯
神
前
神
社
権
禰
宜
。
鹿
島
神
宮
禰
宜
、
筑
波
山
神
社
権
禰
宜
等
を
経
て
、

現
在
、
龗
（
り
ゅ
う
）

神
社
禰
宜
。
神
社
本
庁
教
誨
師
と
し
て
昭
和
五
十
八
年
よ 

 

り
水
戸
少
年
刑
務
所
に
六
年
、
茨
城
農
芸
学
院
に
二
十
年
、
収
容
青
少
年
の

相
談
指
導
に
あ
た
る
。
平
成
四
年
と
十
年
に
、
筑
波
大
学
大
学
院
非
常
勤
講

師
を
つ
と
め
る
。
歴
史
考
房
回
帰
洞
を
主
宰
。
鹿
島
神
宮
教
学
顧
問
、
鹿
島

新
当
流
彰
古
会
顧
問
、
鹿
島
神
流
武
道
連
盟
顧
問
。
著
書
に
『
と
も
し
び
』

（
昭
和
三
十
七
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
放
映
）
、
『
や
ま
と
た
け
る
の

み
こ
と
』
『
に
っ
ぽ
ん
ば
ん
ざ
い
』
『
古
代
筑
波
の
謎
』
等
。 

   

江
口
克
彦
◎
え
ぐ
ち 

か
つ
ひ
こ 

Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長 

武
士
道
協
会
副
理
事
長 

 

昭
和
十
五
年
、
愛
知
県
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
。 

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
入
社
後
、
昭
和
四
十
二
年
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
合
研
究
所 

秘
書
室
長
、
取
締
役
、
常
務
取
締
役
を
経
て
、
昭
和
五
十
七
年
、
専
務
取
締

役
。
平
成
六
年
、
副
社
長
。
平
成
十
六
年
、
社
長
に
就
任
。 

松
下
幸
之
助
の
も
と
で
二
十
三
年
間
、
直
接
指
導
を
受
け
る
。 

内
閣
官
房
道
州
制
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
座
長
、
公
務
員
制
度
の
総
合
的
な
改
革 

関
す
る
懇
談
会
委
員
、
内
閣
府
沖
縄
新
世
代
経
営
者
塾
塾
長
な
ど
も
務
め
る
。 

著
書
に
『
地
域
主
権
型
道
州
制
』
『
脱
「
中
央
集
権
」
国
家
論
』 

『
経
営
者
の
教
科
書
』
『
い
い
人
生
の
生
き
方
』
な
ど
多
数
。 
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【
講
演
資
料
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

武
士
道
の
系
譜 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
部
教
授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笠
谷
和
比
古 

   

は
じ
め
に  

＊
武
士
道
を
め
ぐ
る
誤
解
の
言
説 

 
 

新
渡
戸
稲
造
『
武
士
道
』
の
武
士
道
論
は
近
代
明
治
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
産
物
。 

「
伝
統
の
発
明
」
の
典
型
と
い
う
言
説 

  

一
、
武
士
道
の
成
立
―
中
世
の
弓
矢
の
習
い
か
ら
近
世
の
武
士
道
へ 

  

＊
中
世
社
会
で
「
弓
矢
取
る
（
身
の
）
習
い
」
「
弓
矢
の
道
」
と
称
せ
ら

れ
て
い
た
も
の
は
、
戦
国
時
代
を
へ
て
近
世
・
徳
川
時
代
に
入
る
と
と

も
に
「
武
士
道
」
と
い
う
新
し
い
表
現
に
。 

 

＊
中
世
に
お
い
て
は
「
も
の
の
ふ
」
「
つ
わ
も
の
」
な
ど
様
々
な
呼
称
が
、

「
武
士
」
と
い
う
表
現
に
定
着
。
戦
闘
方
法
が
中
世
の
騎
馬
弓
射
に
よ

る
一
騎
打
ち
を
主
体
と
し
た
様
式
か
ら
次
第
に
集
団
戦
に
重
心
移
動
す

る
こ
と
か
ら
、
武
器
と
し
て
槍
が
戦
場
に
お
け
る
主
要
な
武
器
。
「
槍

ひ
と
す
じ
の
者
」 

鉄
砲
が
大
量
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
よ
っ
て
「
弓
矢
」
と
い
う
言
葉
が
必

ず
し
も
彼
ら
の
存
在
を
特
徴
づ
け
る
シ
ン
ボ
ル
で
は
な
く
な
っ
て
き
た

こ
と
に
よ
る
。 

 

「
武
士
道
」
の
語
の
出
現 

＊
「
武
士
道
」
と
い
う
言
葉
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
登
場
し
て
き
た
か
は
明
確

で
な
い
。
十
七
世
紀
前
半
頃
。 

＊
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
た
ち
の
手
で
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
初
め
に

か
け
て
編
纂
さ
れ
た
『
日
葡
辞
書
』
に
は
「
武
士
道
」
と
い
う
言
葉
は
い

ま
だ
見
ら
れ
ぬ
反
面
、
「B

uto
 

ブ
タ
ゥ
（
武
道
）
」
と
い
う
見
出
し

語
、
そ
れ
に
は
「B

uxino m
ichi

（
武
士
の
道
）
」
と
い
う
説
明
。
「Q

iuba

キ
ュ
ウ
バ
（
弓
馬
）
」
も
あ
り
。
こ
れ
の
説
明
に
も
や
は
り
「B

uxino m
ichi

（
武
士
の
道
）
」
と
い
う
表
現
。 

＊
こ
れ
ら
か
ら
し
て
十
七
世
紀
初
頭
の
頃
に
は
「
武
士
道
」
と
い
う
言
葉
は

未
形
成
。 

「
武
道
」
な
い
し
「
武
士
の
道
」
と
い
う
表
現
は
す
で
に
定
着
。 

こ
の
頃
か
ら
遠
か
ら
ず
し
て
「
武
士
道
」
と
い
う
近
世
的
表
現
が
形
成
。 

＊
武
田
流
軍
学
の
経
典
『
甲
陽
軍
鑑
』
は
徳
川
時
代
の
初
期
、
元
和
年
間
（
一

六
一
五
～
二
三
年
）
に
編
纂
。
同
書
に
お
い
て
「
武
士
道
」
と
い
う
言

葉
が
三
十
数
回
出
現
。 

 
 

『
甲
陽
軍
鑑
』
の
普
及
度
の
高
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
世
兵
学
の
聖
典 

 

武
士
社
会
へ
の
広
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ま
り 

  
 

二
、
徳
川
時
代
の
武
士
道
論 

 

小
幡
景
憲
と
『
甲
陽
軍
鑑
』 

＊
『
甲
陽
軍
鑑
』
は
武
田
信
玄
の
事
跡
と
そ
の
軍
法
、
そ
し
て
甲
州
武
士

の
心
構
え
を
記
し
た
全
二
十
五
巻
か
ら
な
る
大
部
の
書
で
あ
り
、
武
田

流
（
甲
州
流
）
軍
学
の
根
本
経
典
。 

＊
小
幡
勘
兵
衛
景
憲
は
江
戸
前
期
の
軍
学
者
（
寛
文
三
・
一
六
六
三
年
没
）
、

幕
臣
。
甲
州
流
軍
学
の
祖
。
武
田
家
家
臣
小
幡
昌
盛
の
三
男
。
武
田
家

滅
亡
後
に
十
一
歳
で
徳
川
秀
忠
の
小
姓
に
召
し
出
さ
れ
る
が
、
の
ち
修

行
の
た
め
流
浪
。
大
坂
の
陣
の
功
に
よ
り
帰
参
を
許
さ
れ
、
寛
永
九
（
一

六
三
二
）
年
、
幕
府
使
番
を
務
め
、
の
ち
知
行
千
五
百
石
。 

 
 
 

「
人
つ
か
ひ
給
ふ
様
あ
し
く
御
座
候
と
先
日
も
大
形
申
上
る
ご
と
く

（
中
略
）
武
士
道
の
役
に
た
つ
者
を
ば
、
米
銭
の
奉
行
・
材
木
奉
行

或
は
山
林
の
奉
行
な
ど
に
被
成
」 

 

「
親
兄
弟
の
敵
討
た
る
者
（
中
略
）
敵
を
と
ら
ね
ば
武
士
道
は
す
た
り

た
り
、
武
士
道
を
す
て
た
れ
ば
、
あ
た
ま
を
は
ら
れ
て
堪
忍
仕
べ
し
、

あ
た
ま
を
は
ら
れ
て
堪
忍
致
す
者
が
、
何
と
て
主
の
役
に
立
つ
べ

き
」 

 
 

 

小
笠
原
昨
雲
『
諸
家
評
定
』 

＊
『
諸
家
評
定
』
は
兵
学
者
小
笠
原
昨
雲
が
元
和
七
（
一
六
二
一
）
年
に

編
纂
し
た
二
十
巻
の
兵
学
書
。 

明
暦
四
（
一
六
五
八
）
年
に
二
十
冊
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
小
笠
原
昨

雲
は
小
笠
原
氏
隆
流
の
兵
学
者
で
、
武
田
家
に
関
係
の
深
い
軍
師
の
一

人
。 

＊
「
武
士
道
」
の
意
義
変
質 

 

武
士
道
は
勇
猛
一
辺
倒
に
あ
ら
ず 

 「
そ
れ
武
士
と
し
て
は
、
意
地
な
か
ら
ん
は
弱
兵
な
る
べ
し
。
其
意
地
つ

よ
き
人
は
、
か
な
ら
ず
以
て
た
し
な
み
ふ
か
き
も
の
也
。
意
地
な
か
ら

ん
人
は
、
忠
功
を
も
仕
る
事
こ
れ
有
る
べ
か
ら
ず
（
中
略
）
意
地
な
き

人
は
、
な
び
く
ま
じ
き
子
細
な
れ
ど
も
、
時
の
褒
美
に
ま
よ
は
さ
れ
、

あ
る
ひ
は
時
の
け
ん
［
権
］
に
お
そ
れ
て
、
今
日
味
方
に
来
る
か
と
思

へ
ば
、
明
日
は
敵
と
な
り
、
世
俗
に
う
ち
ま
た
か
う
や
く
と
い
ふ
ご
と

く
な
る
事
は
、
意
地
な
き
故
な
り
。
こ
れ
武
士
道
に
は
大
き
に
い
む
べ

き
事
な
る
べ
し
」 

 

「
武
士
道
は
、
は
げ
み
つ
よ
く
、
か
た
ち
を
す
ね
し
く
、
力
を
つ
く
し
た

る
を
の
み
、
本
意
な
り
と
は
す
べ
か
ら
ず
。
た
だ
不
実
な
き
働
き
を
以

つ
て
、
善
な
り
と
云
つ
べ
し
。
ま
こ
と
に
和
漢
の
軍
書
あ
ま
ね
く
お
ほ

し
と
い
へ
共
、
み
な
実
儀
あ
る
を
以
つ
て
、
善
な
り
と
す
る
也
（
中
略
）

さ
れ
ば
忠
を
も
つ
ぱ
ら
と
し
て
、
勇
を
も
つ
ぱ
ら
と
せ
ざ
る
は
、
善
な

る
者
也
」 
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 如
儡
子
『
可
笑
記
』 

近
世
前
期
に
登
場
し
た
書
物
に
お
い
て
、
武
士
道
概
念
の
歴
史
に
重
要

な
足
跡
を
残
し
て
い
る
の
が
寛
永
年
間
に
出
版
さ
れ
た
『
可
笑
記
』
で

あ
る
。
『
可
笑
記
』
は
五
巻
か
ら
な
る
武
士
教
訓
書
、
寛
永
一
九
（
一

六
四
二
）
年
の
板
行
。
同
書
の
ス
タ
イ
ル
は
『
徒
然
草
』
を
擬
し
た
随

筆
体
で
、
時
世
を
風
刺
し
、
当
世
武
士
の
不
覚
悟
を
訓
戒
す
る
教
訓
書
。

作
者
は
斎
藤
親
盛saito tikam

ori

と
い
う
名
の
浪
人
武
士
（
旧
山
形
藩
最

上
家
家
臣
）
。 

 ＊ 

同
書
が
世
に
で
る
や
人
々
の
間
で
好
評
を
博
し
、
寛
永
一
九
年
版
の
の

ち
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
年
に
も
新
た
な
版
本
が
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に

刷
り
を
重
ね
な
が
ら
元
禄
時
代
に
至
っ
て
も
な
お
流
布
。 

 

「
当
世
の
わ
か
き
侍
に
武
士
道
を
吟
味
し
、
剛
な
る
心
が
け
を
た
し
な
む

べ
し
と
い
へ
ば
、
は
う
ば
い
づ
き
あ
ら
く
、
少
の
事
に
も
小
ひ
じ
を
は

り
、
眼
を
み
は
り
う
で
だ
て
を
し
、
詞
を
ち
ら
し
、
い
は
れ
ま
じ
き
悪

口
し
て
、
け
ん
く
わ
ず
き
と
な
り
、
犬
、
猫
、
庭
鳥
の
よ
り
あ
ひ
の
ご

と
し
」 

 

「
武
士
道
の
ぎ
ん
み
と
云
は
、
う
そ
を
つ
か
ず
、
け
い
は
く
を
せ
ず
、
ね

い
じ
ん
な
ら
ず
、
へ
う
り
を
い
は
ず
、
ど
う
よ
く
な
ら
ず
、
不
礼
な
ら

ず
、
物
毎
じ
ま
ん
せ
ず
、
お
ご
ら
ず
、
人
を
そ
し
ら
ず
、
ぶ
奉
公
な
ら

ず
、
は
う
ば
い
の
中
よ
く
、
大
か
た
の
事
を
ば
気
に
か
け
ず
、
た
が
ひ

に
念
比
に
し
て
人
を
取
た
て
、
じ
ひ
ふ
か
く
、
義
理
つ
よ
き
を
か
ん
よ

う
と
心
得
べ
し
、
命
を
し
ま
ぬ
計
を
よ
き
侍
と
は
い
は
ず
」 

 

＊ 

徳
義
論
的
な
武
士
道
論
の
成
立 

＊ 

『
可
笑
記
』
の
普
及
度
の
高
さ
。
近
世
小
説
の
祖
型
と
し
て
井
原
西
鶴

ら
後
代
の
作
者
た
ち
か
ら
も
尊
重
、
敬
慕 

＊ 

武
士
道
説
は
武
士
社
会
の
限
定
を
超
え
て
、
一
般
庶
民
の
社
会
の
中
へ

普
及 

ex

．
菱
川
師
宣
の
武
者
絵
本
『
古
今
武
士
道
絵
づ
く
し
』 

（
貞
享
二
＝
一
六
八
五
年 

江
戸
で
出
版
） 

 

山
本
常
朝
『
葉
隠
』 

＊ 

佐
賀
藩
士
の
山
本
常
朝
が
隠
退
後
の
一
時
に
、
同
藩
の
若
い
武
士
の
求

め
に
応
じ
て
佐
賀
藩
鍋
島
家
の
武
士
の
心
得
の
数
々
を
口
述
し
て
成

っ
た
書
物
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
武
士
道
と
は
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
」 

 

＊ 

没
我
的
献
身
と
諫
争
の
精
神
と
の
二
面
性 

 
 

「
御
無
理
の
仰
付
、
又
は
不
運
に
し
て
牢
人
・
切
腹
被
仰
付
候
と
も
少

も
不
奉
恨
、
一
の
御
奉
公
と
存
、
生
々
世
々
御
家
を
奉
歎
心
入
、
是

御
当
家
（
佐
賀
藩
鍋
島
家
）
の
侍
の
本
意
、
覚
悟
の
初
門
に
て
候
」 

 
＊ 
そ
れ
は
没
主
体
的
な
奴
隷
の
服
従
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

 
 
 

「
仰
付
に
さ
へ
あ
れ
ば
理
非
に
構
わ
ず
畏
り
」 

 
  

「
さ
て
気
に
不
叶
事
は
い
つ
迄
も
い
つ
迄
も
訴
訟
す
べ
し
」 

 
 
 

「
主
君
の
御
心
入
を
直
し
」
「
御
国
家
を
固
め
申
す
が
大
忠
節
」 
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＊ 
自
我
意
識
が
強
烈
で
容
易
に
支
配
に
服
さ
な
い
者
た
ち
こ
そ
、
御
家
の

た
め
に
は
真
に
役
に
立
つ
も
の
と
す
る
逆
説
的
な
関
係 

 
 
 

「
曲
者
は
頼
も
し
き
者
、
頼
も
し
き
者
は
曲
者
」 

 

室
鳩
巣 

『
明
君
家
訓
』 

＊ 

室
鳩
巣
は
近
世
中
期
を
代
表
す
る
朱
子
学
者
の
一
人
。
名
は
直
清
で
、

新
助
。 

万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
に
医
師
室
玄
樸
の
子
と
し
て
江
戸
の
谷
中
に

生
ま
れ
、
十
五
歳
で
加
賀
藩
前
田
家
に
仕
え
た
の
ち
、
藩
主
前
田
綱
紀

の
命
で
京
都
に
遊
学
し
て
木
下
順
庵
の
門
に
入
っ
て
朱
子
学
を
学
ん

だ
。
同
門
に
新
井
白
石
が
あ
り
、
相
並
ん
で
秀
才
を
う
た
わ
れ
た
。
正

徳
元
（
一
七
一
一
）
年
に
白
石
の
推
薦
で
幕
府
儒
者
に
取
り
立
て
ら
れ

て
幕
臣
に
列
し
、
禄
米
二
百
俵
を
給
さ
れ
て
い
る
。 

 

＊ 

正
徳
五
年 

刊
行
『
明
君
家
訓
』 

武
士
の
自
立
性
と
節
義
の
精
神 

理
想
の
武
士
像 

 
 

 
 
 

「
君
た
る
道
に
た
が
ひ
、
各
々
の
心
に
そ
む
か
ん
事
を
朝
夕
お
そ
れ

候
、
某
身
の
行
、
領
国
の
政
、
諸
事
大
小
に
よ
ら
ず
少
も
よ
ろ
し
か

ら
ぬ
儀
、
又
は
各
々
の
存
寄
た
る
儀
、
遠
慮
な
く
そ
の
ま
ま
申
し
聞

け
ら
る
べ
く
候
」 

 
 

  

「
節
義
の
嗜
と
申
は
口
に
偽
り
を
い
は
ず
、
身
に
私
を
か
ま
へ
ず
、
心

す
な
を
に
し
て
外
に
か
ざ
り
な
く
、
作
法
不
乱
、
礼
義
正
し
く
、
上

に
不
諂
、
下
を
不
慢
、
を
の
れ
が
約
諾
を
た
が
へ
ず
、
人
の
患
難
を

見
捨
ず
（
中
略
）
さ
て
恥
を
知
て
首
を
刎
ら
る
と
も
、
お
の
れ
が
す

ま
じ
き
事
は
せ
ず
、
死
す
べ
き
場
を
ば
一
足
も
不
引
、
常
に
義
理
を

お
も
ん
じ
て
其
心
鉄
石
の
ご
と
く
成
も
の
か
ら
、 

又
温
和
慈
愛
に

し
て
物
の
あ
は
れ
を
し
り
、
人
に
情
有
を
節
義
の
士
と
は
申
候
」 

  

＊ 

主
命
と
、
家
臣
た
る
武
士
の
自
己
の
信
念
と
の
二
律
背
反
問
題 
 
 
 

「
惣
じ
て
某
ソ
レ
ガ
シ
が
心
底
、
各
々
の
た
て
ら
る
る
義
理
（
正
義

の
道
理
、
信
念
）
を
も
ま
げ
候
て
も
某
一
人
に
忠
節
を
い
た
さ
れ
候

へ
と
は
努
々
ユ
メ
ユ
メ
不
存
候
、
某
に
背
か
れ
候
て
も
、
各
々
の
義

理
さ
へ
た
が
へ
ら
れ
ず
候
へ
ば
於
某
珍
重
存
候
」 

  

＊
『
諸
家
評
定
』
『
可
笑
記
』
の
提
唱
す
る
徳
義
論
的
武
士
道
論
の
確
立 

 

＊
『
明
君
家
訓
』
の
た
ど
っ
た
運
命 

 

机
上
の
議
論
か
ら
徳
川
社
会
の

“
生
け
る
武
士
道
”
へ 

 
 

 
 

徳
川
吉
宗
に
よ
る
推
奨 

 

徳
川
幕
臣
た
ち
の
標
準
的
武
士
道
に 

 
  

む
す
び
に 
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【
講
演
資
料
】 

教
育
現
場
と
武
士
道 

全
日
本
教
職
員
連
盟
委
員
長 

植
田
宏
和   

  

一
、 

全
日
本
教
職
員
連
盟
と
は 

 

昭
和
五
十
九
年
に
全
国
各
地
の
教
育
正
常
化
団
体
が
大
同
団
結
し
結
成
さ

れ
、
私
た
ち
は
、
自
ら
を
教
育
専
門
職
と
し
て
そ
の
職
務
の
重
要
性
を
自
覚

し
、
使
命
感
を
持
っ
て
日
々
の
教
育
活
動
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
結
成
当
初

か
ら
「
美
し
い
日
本
人
の
心
を
育
て
る
教
育
の
創
造
」
と
い
う
基
本
理
念
の

も
と
、
伝
統
文
化
や
心
の
教
育
を
重
視
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
目
を
配

っ
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

教
育
は
人
創
り
で
す
。
常
に
「
子
供
た
ち
の
た
め
に
な
る
か
」
を
価
値
尺

度
と
し
て
、
今
と
未
来
の
教
育
に
関
し
責
任
あ
る
提
言
を
し
、
そ
れ
を
実
行

す
る
団
体
で
す
。 

   

二
、
教
育
現
場
の
状
況 

 

教
育
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
、
依
然
と
し
て
不
登
校
児
童
生
徒
が
多
い
こ

と
や
、
増
え
続
け
る
発
達
障
害
の
子
供
た
ち
、
陰
湿
化
す
る
い
じ
め
、
い
じ

め
を
苦
に
し
た
自
殺
の
連
鎖
、
教
師
へ
の
暴
力
行
為
、
高
等
学
校
に
お
け
る

単
位
の
未
履
修
等
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
更
に
、
昨
今
児
童
虐
待
や

登
下
校
中
の
事
件
等
、
子
供
が
犠
牲
に
な
る
出
来
事
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
子

供
を
慈
し
み
守
る
と
い
っ
た
、
本
来
日
本
人
が
持
っ
て
い
た
価
値
観
ま
で
喪

失
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
す
。
一
方
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
や
食
品

偽
装
と
い
っ
た
様
々
な
事
件
が
起
こ
り
、
遵
法
精
神
や
規
範
意
識
と
い
っ
た

面
に
お
い
て
も
そ
の
低
下
が
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
教
育

問
題
は
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
価
値
観
の
崩
壊
が
あ
る
と
の

認
識
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
給
食
費
の
未
払
い
問
題
や
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る

保
護
者
の
増
加
等
が
教
職
員
の
負
担
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

条
件
付
き
採
用
後
に
退
職
す
る
教
職
員
の
増
加
や
精
神
疾
患
で
休
職
す
る
教

職
員
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
、
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
今
後
、
保
護
者

が
安
心
し
て
子
供
を
任
せ
ら
れ
る
学
校
、
教
職
員
が
職
務
に
専
念
で
き
る
学

校
が
望
ま
れ
ま
す
。 

  
三
、
教
育
現
場
に
お
け
る
武
士
道
精
神
の
必
要
性 

  

日
本
の
生
活
習
慣
が
欧
米
化
す
る
中
で
、
凜
と
し
た
日
本
人
の
美
し
さ
が

現
在
忘
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電

©武士道協会 



 8

話
の
普
及
で
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て
匿
名
性
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
子
供
社
会
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
倫
理

道
徳
が
よ
り
大
切
な
の
で
す
。
教
育
は
「
百
年
の
計
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

教
育
効
果
が
直
ぐ
に
表
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

日
本
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
儒
教
の
基
本
的
な
徳
目
で
あ
る
「
仁
義
礼
智
信
」

に
重
き
を
お
く
武
士
道
に
通
じ
る
精
神
か
ら
心
の
教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。 
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【
講
演
資
料
】 

儒
学
と
武
士
道 

（
財
）
郷
学
研
修
所 

安
岡
正
篤
記
念
館
理
事
長 

安
岡
正
泰 

    

一
、 

は
じ
め
に 

  
 
 

妖
変
の
時
代 

  

二
、 

士
の
意
義 

 

曽
子
曰
く
、
士
は
以
て
弘こ

う

毅き

な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。 

任

 
 

重
く
し
て
道
遠
け
れ
ば
な
り
。
仁
以
て
己
の
任
と 

為 

す
。
亦
た
重
か
ら
ず
や
。
死
し
て
後
已
む
、
亦
た 

 

    

遠

 
 

か
ら
ず
や
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論
語 

恒
産

こ
う
さ
ん

無
く
し
て
恒
心

こ
う
し
ん

有
る
は
唯
だ
士
の
み
能
く
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孟
子 

  

三
、 

儒
学
と
武
士
道 

  
 
 

曽
子
、
子し

襄
じ
ょ
う

に
謂い

う
て
曰
く
、
子
。
勇
を
好
む
か
。 

 
 
 

吾
嘗か

つ

て
大
勇
を
夫
子
に
聞
け
り
。
自
ら
反
し
て
縮な

お

か 

 
 
 

ら
ず
ん
ば
褐か

つ

寛か
ん

博ぱ
く

と

雖
い
え
ど

も
吾
れ
惴お

そ

れ
ざ
ら
ん
や
。
自 

ら
反
し
て
縮
く
ん
ば
千
万
人
と
雖
も
吾
れ
往ゆ

か
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孟
子 
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四
、 

武
士
道
の
本
質 

死
生
の
道 

  
 
 

黄
門
光
圀
卿
、
諸
子
弟
を
喩さ

と

し
て
曰
く
、
汝
曹ら

年
少
、 

 
 
 

一
旦

 
 
 
 

緩
急
あ
ら
ば
皆
當
に
勇
を
奮
つ
て
而
し
て
首
を 

 
 
 

馬
前
に
隕お

と

さ
ん
こ
と
を
思
う
べ
し
。
然
れ
ど
も
危
に 

 
 
 

臨

 
 

ん
で
死
を
致
す
は
士
の
當
分
な
り
。
血
氣
の
勇
は 

 
 
 

盗
賊

 
 
 
 

猶
お
之
を
善
く
す
。
汝
曹
に
望
む
所
以
に
非
ざ 

 
 
 

る
な
り
。
士
の
士
た
る
所
以

 
 

 

は
死
の
難
き
に
非
ず
。 

 
 
 

死
に
處

 
 

す
る
を
難
し
と
為
す
。
生
く
べ
か
ら
ず
し
て 

 
 
 

而 

も
生
き
、
死
す
べ
か
ら
ず
し
て
而
も
死
す
、
皆
道 

に
非 

ざ
る
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
何
を
以
て
か
之
に
處 

せ
ん
。
聖
賢

 
 
 
 

の
学
を
講
ず
る
に
在
る
の
み
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

義
公
行
實 

  

五
、
お
わ
り
に 

  
 
 

自
靖
自
献
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
経 

 
 
 

天
行
健
な
り
。
自
彊
し
て
息
ま
ず
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

易
経 
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【
講
演
資
料
】 

神
道
と
武
士
道 

神
社
本
庁
教
誨
師
、
元
筑
波
山
神
社
権
宮
司 

矢
作
幸
雄 

    

一
、 

上
代
の
武
士
道 

  

日
本
の
国
で
は
武
甕
槌
神
が
武
の
道
を
定
め
て
、
武
道
、
武
士
道
等
の
祖

神
と
崇
め
ら
る
。
武
士
道
の
武
は
「
戈
（
ほ
こ
）

を
止
（
と
ど
）

む
」
か
ら
字
が
起

り
、
平
和
が
文
字
の
原
点
で
あ
る
。
神
代
の
昔
、
武
甕
槌
神
は
出
雲
へ
赴
き
、

大
国
主
神
に
道
理
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
国
を
一
つ
に
ま
と
め
あ
げ

た
。
神
道
は
古
代
日
本
の
自
然
体
の
生
き
方
。
仏
教
が
伝
来
し
て
は
じ
め
て

神
道
と
い
う
。
日
本
書
紀
三
十
一
代
用
明
天
皇
の
條
「
天
皇
仏
法
を
信
け
た

ま
ひ
、
神
の
道
を
尊
び
給
ふ
」
。 

  

二
、
平
安
時
代
よ
り
戦
国
時
代 

  

院
の
御
所
の
北
に
詰
め
て
い
る
武
士
を
北
面
の
武
士
と
い
い
、
古
く
か
ら

武
士
と
い
う
名
称
は
存
在
し
た
が
、
平
安
末
期
ご
ろ
か
ら
武
士
と
は
い
わ
ず
、

武
者
と
い
う
名
称
が
多
く
な
っ
た
。
鎧
武
者
、
荒
武
者
、
落
武
者
、
武
者
修

行
、
武
者
人
形
、
武
者
小
路
と
い
う
姓
が
で
き
た
ほ
ど
で
あ
る
。
武
士
の
士

は
も
の
の
ふ
で
、
天
皇
を
は
じ
め
貴
人
を
守
る
古
語
だ
が
、
乱
世
に
な
り
、

敵
味
方
入
り
交
り
争
う
と
こ
ろ
か
ら
士
の
も
の
の
ふ
の
意
味
が
薄
れ
、
単
に

武
力
を
ふ
る
う
者
、
武
者
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
武
道
の
興
隆
は
室
町
末

期
に
頂
点
に
達
し
た
。 

  

三
、
江
戸
時
代
に
高
め
ら
れ
る
武
士
道 

  

徳
川
家
康
が
江
戸
幕
府
を
開
き
、
戦
国
の
世
が
終
る
と
荒
武
者
の
時
代
は

終
り
を
告
げ
て
、
つ
わ
も
の
達
は
主
君
の
下
で
禄
を
喰
み
、
現
代
風
に
い
え

ば
給
料
と
り
に
な
っ
た
。
安
定
し
た
生
活
の
中
で
求
め
ら
れ
る
の
は
主
君
に

対
す
る
忠
義
で
、
貴
人
を
守
る
武
士
と
い
う
言
葉
が
復
活
し
た
。
儒
教
思
想

が
普
及
し
て
武
士
の
歩
む
べ
き
道
が
確
立
さ
れ
た
と
き
、
武
士
道
は
成
立
し

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

四
、
今
も
生
き
て
い
る
武
士
道 

  

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
平
民
の
帯
刀
が
禁
じ
ら
れ
、
同
四
年
に
武
士

の
断
髪
廃
刀
が
許
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
主
君
は
或
は
県
知
事
と
な
り
、
或

は
許
さ
れ
て
奉
還
し
資
金
の
援
助
を
受
け
た
。
武
士
は
武
士
で
な
く
な
り
、

軍
人
、
巡
査
等
に
生
活
の
糧
を
求
め
た
が
、
秘
か
に
武
士
道
は
引
継
が
れ
て
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時
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
滅
私
奉
公
な
ど
と
い
う
言
葉
は
武
士

道
の
名
残
り
で
あ
る
。
戦
時
中
に
多
く
の
軍
人
が
国
に
生
命
を
捧
げ
、
学
徒

出
陣
な
ど
私
心
を
殺
し
て
若
者
が
散
っ
て
い
っ
た
。 

 

現
在
、
多
く
の
若
者
が
生
き
方
を
模
索
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
利
己

的
に
走
り
易
い
の
は
戦
後
教
育
が
教
育
の
本
筋
か
ら
外
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
神
道
も
ま
た
清
ら
か
な
本
源
を
忘
れ
て
御
利
益
に
走
り
易
い
面
が
あ
る
。

日
本
人
の
胸
に
眠
っ
て
い
る
清
気
を
呼
び
覚
ま
す
に
は
、
歴
史
に
残
る
武
士

道
の
姿
を
語
り
聞
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 
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理  事 北澤 俊和 学生情報センターグループ代表 

理  事 西尾 晴夫 ＰＨＰ研究所参与 

理  事 安岡 正泰 （財）郷学研修所 安岡正篤記念館理事長 

理  事 矢作 幸雄 神社本庁教誨師、元筑波山神社権宮司 

監  事 輿水 朝治 輿水会計事務所 
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